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●
は
じ
め
に

経
済
発
展
の
過
程
で
は
一
般
に
産
業

構
造
も
大
き
く
変
化
す
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や

雇
用
に
占
め
る
農
業
部
門
の
シ
ェ
ア
が

低
下
す
る
こ
と
は
そ
の
顕
著
な
特
徴
で

あ
ろ
う
。
製
造
業
部
門
や
サ
ー
ビ
ス
部

門
の
生
産
性
が
大
き
く
上
昇
す
る
局
面

に
お
い
て
は
、
農
村
で
も
他
部
門
へ
の

就
業
機
会
が
拡
大
し
労
働
の
実
質
賃
金

は
上
昇
す
る
。
農
業
機
械
化
が
進
展
す

る
の
は
そ
う
し
た
時
期
で
あ
り
、
労
働

時
間
の
節
約
に
よ
る
生
産
費
抑
制
の
効

果
が
、
農
業
機
械
の
普
及
を
促
す
誘
因

と
な
る
。

稲
作
農
業
の
比
重
が
大
き
い
東
・
東

南
ア
ジ
ア
の
農
業
機
械
化
を
考
え
る
う

え
で
は
、
日
本
の
経
験
が
ひ
と
つ
の
参

考
に
な
る
。
日
本
で
は
一
九
六
〇
年
代

に
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
急
速
な
普
及

が
み
ら
れ
、
同
時
に
刈
取
機
や
動
力
噴

霧
器
が
普
及
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に

入
る
と
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
え

機
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
、
大
型

の
農
業
機
械
も
導
入
さ
れ
、
一
九
七
〇

年
代
と
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
着
実

な
普
及
が
み
ら
れ
た
。
稲
作
農
業
の
全

面
的
な
機
械
化
に
よ
り
、
一
〇
ア
ー
ル

あ
た
り
労
働
時
間
は
一
九
七
〇
年
に
一

一
八
時
間
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一

二
年
に
は
二
四
時
間
と
約
五
分
の
一
に

ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
農
業
機
械
化
の
特
徴

は
、
第
一
に
、
農
業
機
械
の
多
く
が
稲

作
生
産
条
件
に
適
合
す
る
よ
う
独
自
に

開
発
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

農
業
機
械
の
普
及
過
程
は
、
同
時
に
農

業
機
械
の
開
発
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
農
業
機
械
化
が
短
期
的

に
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。
第
二
に
、
農
業
機
械
の
利
用

は
個
別
経
営
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
規
模
の
経
済
性
を
発
現
す
る
た
め

農
家
の
経
営
面
積
拡
大
が
強
く
求
め
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少

な
く
と
も
農
業
機
械
化
の
初
期
段
階
で
、

作
業
受
託
な
ど
の
農
業
サ
ー
ビ
ス
が
あ

ま
り
一
般
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
以
下
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、

ベ
ト
ナ
ム
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
お

け
る
農
業
機
械
の
普
及
は
、
こ
う
し
た

日
本
の
特
徴
と
い
く
ぶ
ん
異
な
る
状
況

の
も
と
で
進
展
し
た
。

本
論
の
目
的
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
メ
コ

ン
デ
ル
タ
地
域
に
お
け
る
農
業
機
械
の

普
及
過
程
を
現
地
調
査
の
知
見
に
基
づ

き
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
済
発
展

が
進
む
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
農
業
機
械
が
徐
々
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に

は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
機
の
利
用
が
急
速
に
拡
大
し
た
。

現
地
調
査
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
あ

た
る
。
そ
の
た
め
、
情
報
と
し
て
は
や

や
古
く
、
直
近
の
状
況
を
正
確
に
反
映

し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
農
業
機
械
化

の
特
徴
を
描
く
う
え
で
は
適
切
な
時
期

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本

論
の
詳
細
な
内
容
は
、
参
考
文
献
②
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

●
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
の
稲
作
農
業

ベ
ト
ナ
ム
は
多
く
の
農
産
物
を
輸
出

し
て
お
り
、
コ
メ
も
主
要
な
品
目
の
一

つ
で
あ
る
。
稲
作
農
業
は
ほ
ぼ
全
国
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
北
部
の
紅
河
デ
ル

タ
地
域
と
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域

の
生
産
量
が
大
き
い
。
紅
河
デ
ル
タ
地

域
の
稲
作
農
家
が
も
っ
ぱ
ら
家
族
労
働

に
依
存
す
る
小
規
模
経
営
で
特
徴
づ
け

ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
メ
コ
ン
デ

ル
タ
地
域
の
稲
作
農
家
は
よ
り
大
規
模

で
あ
り
、
農
業
労
働
者
の
雇
用
も
頻
繁

に
行
わ
れ
て
き
た
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地

域
の
稲
作
農
業
は
総
じ
て
商
業
的
な
性

格
を
有
し
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た
コ
メ

の
大
半
が
市
場
で
販
売
さ
れ
る
。
事
実
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
コ
メ
輸
出
の
九
割
以

上
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
全
就
業
者
数
に
占
め
る

農
業
部
門
の
就
業
者
比
率
は
、
二
〇
〇

〇
年
の
六
三
％
か
ら
二
〇
一
一
年
の
四

八
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、

稲
作
農
家
の
数
自
体
は
あ
ま
り
変
化
し

て
い
な
い
。
稲
作
農
業
に
関
し
て
い
え

ば
、
農
家
数
は
維
持
さ
れ
つ
つ
、
世
帯

員
の
一
部
や
農
地
を
持
た
な
い
農
業
労

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
お
け
る

農
業
機
械
の
普
及
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メコンデルタ地域における農業機械の普及

働
者
が
他
の
部
門
に
移
動
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
メ
コ
ン
デ
ル

タ
地
域
に
つ
い
て
は
農
家
数
も
同
時
に

減
少
し
て
お
り
、
経
済
の
構
造
転
換
が

こ
の
地
域
で
は
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地

域
に
位
置
す
る
ア
ン
ザ
ン
省
と
キ
エ
ン

ザ
ン
省
で
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一

二
年
に
か
け
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
の
平
均
的
な
経
営

面
積
は
二
〇
一
一
年
に
農
家
一
戸
あ
た

り
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
全
国
の
〇
・

四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
が
、
ア
ン
ザ
ン
省
と
キ
エ
ン
ザ
ン

省
の
平
均
的
な
経
営
面
積
は
、
一
・
七

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
お
よ
び
二
・
二
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域

の
平
均
を
も
上
回
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
調
査
地
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域

の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
大
規
模
な
稲

作
農
業
が
成
立
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

調
査
地
で
農
業
機
械
化
の
誘
因
が
ど

れ
ほ
ど
強
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、
実
質
賃
金
の
推
移
を
み
る

の
が
直
接
的
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
長
期
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
。
現
地

の
農
業
農
村
開
発
局
に
お
け
る
聞
き
取

り
に
よ
れ
ば
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で

は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
農
業
労
働

者
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

継
続
的
な
賃
金
水
準
が
生
じ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
客
観
的
な
数
字
に
基
づ
く

こ
と
は
困
難
だ
が
、
こ
の
時
期
、
農
家

に
は
労
働
費
用
を
節
約
す
る
強
い
誘
因

が
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

ア
ン
ザ
ン
省
と
キ
エ
ン
ザ
ン
省
で
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
村
を
選
定
し
、
全
体
で

は
二
〇
七
戸
の
稲
作
農
家
に
調
査
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ザ
ン
省
の
調
査
農
家
は

三
期
作
を
行
っ
て
い
る
が
、
キ
エ
ン
ザ

ン
省
の
調
査
農
家
は
二
期
作
が
主
流
で

あ
る
。
農
地
の
借
入
を
行
っ
て
い
る
調

査
農
家
は
全
体
の
一
割
強
で
、
借
入
を

通
じ
た
経
営
面
積
の
拡
大
は
決
し
て
容

易
で
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
農
家

数
が
も
っ
と
も
多
い
経
営
面
積
の
階
層

は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
で
あ
り
全
体
の
二
四
％
を
占
め
る

が
、
格
差
も
ま
た
存
在
す
る
。
経
営
面

積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
農
家
は
一

一
％
を
占
め
る
一
方
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
農
家
も
五
％
ほ
ど
存
在
す
る
。

平
均
的
な
世
帯
所
得
の
約
三
割
は
非
農

業
所
得
で
あ
り
、
こ
う
し
た
稲
作
農
業

の
先
進
地
域
に
お
い
て
も
兼
業
化
は
確

実
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

●
農
業
機
械
の
所
有

さ
て
、
調
査
農
家
に
お
け
る
農
業
機

械
の
所
有
は
い
か
な
る
状
況
に
あ
る
だ

ろ
う
か
。
二
〇
一
一
年
時
点
で
小
型
・

中
型
・
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
お
よ
び
コ
ン

バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
率
は
、
八
％
、

一
四
％
、
九
％
、
お
よ
び
一
九
％
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
農
業
機

械
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、
調
査
農
家

の
な
か
で
も
一
部
に
限
ら
れ
る
。
農
業

機
械
の
所
有
率
と
経
営
規
模
と
の
関
係

を
み
る
と
、
経
営
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
の
調
査
農
家
は
こ
れ
ら
の
農
業

機
械
を
全
く
所
有
し
て
い
な
い
。
小
型

ト
ラ
ク
タ
ー
の
所
有
率
は
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
経
営
面

積
で
も
っ
と
も
高
く
、
そ
れ
以
上
の
経

営
規
模
で
は
む
し
ろ
低
下
す
る
。
逆
に
、

中
型
・
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は

経
営
面
積
と
所
有
率
と
が
正
に
相
関
し

て
お
り
、
経
営
面
積
が
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
に
な
る
と
所
有
率
が
特
に
高
く
な

る
。一

方
、
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有

は
様
相
を
異
に
す
る
。
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
経
営
面
積
を
持
つ
大
規
模
農
家

の
所
有
率
が
五
〇
％
と
極
め
て
高
い
も

の
の
、
こ
れ
に
続
く
の
は
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
二
八
％

と
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
の
二
六
％
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有
は
必
ず
し

も
大
規
模
農
家
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
と
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
は
ど
ち
ら

も
高
額
な
農
業
機
械
で
あ
る
が
、
そ
の

所
有
状
況
や
経
営
規
模
と
の
関
係
に
お

い
て
は
違
い
も
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
簡
単
に
論
じ
る
。

次
に
農
業
機
械
の
購
入
時
期
を
み
て

い
こ
う
。
農
業
労
働
者
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
を
境
と

し
て
購
入
時
期
を
区
分
す
る
と
、
小

型
・
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
二

〇
〇
五
年
以
前
の
購
入
が
半
数
以
上
を

占
め
る
。
こ
う
し
た
農
業
機
械
は
比
較

的
早
く
か
ら
導
入
が
始
ま
っ
た
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
と
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
は
、
二
〇
〇

六
年
以
降
の
購
入
が
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
％

と
九
四
％
を
占
め
、
と
り
わ
け
後
者
は

二
〇
〇
六
年
以
降
の
購
入
が
圧
倒
的
な

割
合
を
占
め
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
以
降
の
購
入
に
限
っ
て

農
業
機
械
の
中
古
・
新
品
の
区
別
を
み

る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
中
古
比
率
が

高
く
、
小
型
・
中
型
・
大
型
で
そ
れ
ぞ
れ
、

六
三
％
、
五
三
％
、
四
五
％
と
な
っ
て

い
る
。
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
は
逆
に
ほ

と
ん
ど
が
新
品
で
あ
り
、
中
古
比
率
は

わ
ず
か
に
一
一
％
で
し
か
な
い
。
一
般

に
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
中
古
ト
ラ
ク
タ

ー
、
新
品
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
、
新
品

ト
ラ
ク
タ
ー
の
順
に
導
入
が
進
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は
中
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古
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
を
経
て
、
新
品

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
導
入
が
な
さ
れ

て
い
る
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

二
期
作
や
三
期
作
が
主
流
と
な
る
メ
コ

ン
デ
ル
タ
地
域
で
は
農
業
機
械
の
利
用

強
度
が
高
く
、
価
格
の
ほ
か
に
性
能
や

壊
れ
に
く
さ
も
購
入
決
定
の
重
要
な
判

断
要
素
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
バ

イ
ン
収
穫
機
の
市
場
で
は
販
売
台
数
の

六
割
以
上
を
日
本
製
の
新
品
が
占
め
て

い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
小
型
・
中
型

ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
中
古
購
入
を

通
じ
て
、
比
較
的
早
期
に
導
入
が
進
ん

だ
。
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
機
の
導
入
は
こ
れ
に
遅
れ
た
も
の

の
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
極
端
な
大
規

模
農
家
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
規
模
の
農
家
が
新
品
の
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
機
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
は
ま
だ
そ
の

途
上
に
あ
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

全
体
的
に
み
る
と
、
農
業
機
械
を
所
有

し
て
い
る
調
査
農
家
は
一
部
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
全
て

の
調
査
農
家
は
耕
起
や
収
穫
作
業
に
ト

ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
を
利

用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
機
械

を
所
有
し
て
い
な
い
農
家
は
、
所
有
し

て
い
る
農
家
に
作
業
を
委
託
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
以
下
で
は
収
穫
作
業
に
焦

点
を
当
て
、
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
期
を
用

い
た
作
業
受
委
託
の
特
徴
と
農
業
機
械

化
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
い
。

●
作
業
受
委
託
の
市
場

調
査
地
で
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
利

用
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
〇

五
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
農
家

が
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
コ

ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有
あ
る
い
は
作

業
委
託
を
通
じ
て
収
穫
作
業
の
機
械
化

を
実
現
さ
せ
た
。
も
と
も
と
、
メ
コ
ン

デ
ル
タ
地
域
の
稲
作
農
業
は
農
業
労
働

者
に
依
存
す
る
性
格
が
強
か
っ
た
た
め
、

実
質
賃
金
の
高
騰
に
よ
り
収
穫
作
業
の

機
械
化
に
対
す
る
需
要
が
急
速
に
高
ま

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

農
業
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
こ
れ
に
応
え

て
増
加
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
機
へ
の
投
資
が
相
当
に
魅
力
的
な

も
の
で
あ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
に
投
資
し
た
農

家
は
、
自
ら
の
経
営
農
地
で
機
械
を
利

用
す
る
だ
け
で
な
く
他
の
農
家
の
収
穫

作
業
を
請
け
負
う
こ
と
で
、
機
械
の
稼

働
日
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
的
に
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
を
所
有

す
る
農
家
は
、
同
じ
村
に
属
す
る
農
家

の
作
業
受
託
を
優
先
す
る
が
、
水
上
交

通
や
陸
上
交
通
で
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機

を
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
コ
ン
デ

ル
タ
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
作
業
受

託
は
可
能
と
な
る
。
自
ら
の
村
以
外
で

作
業
を
受
託
す
る
と
き
に
は
、
各
村
に

存
在
す
る
仲
介
人
が
作
業
委
託
を
希
望

す
る
農
家
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
コ

ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有
者
に
こ
れ
を

伝
え
る
。
こ
う
し
た
情
報
仲
介
人
の
存

在
が
、
作
業
受
託
の
地
理
的
範
囲
を
拡

大
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
さ
ら
に
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
内

で
は
収
穫
時
期
に
も
違
い
が
生
じ
る
た

め
、
そ
う
し
た
差
異
を
利
用
で
き
れ
ば
、

年
間
で
五
〇
日
程
度
の
稼
働
日
数
を
確

保
で
き
る
と
い
わ
れ
る
。
日
本
製
の
コ

ン
バ
イ
ン
収
穫
機
は
一
日
あ
た
り
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
収
穫
が
可
能
な
た
め
、

一
台
の
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
で
年
間
二

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
収
穫
が
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
農

業
機
械
に
対
す
る
知
識
と
作
業
受
託
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、
資
金
的
な
問
題

を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
コ
ン
バ
イ
ン
収

穫
機
へ
の
投
資
は
自
ら
の
経
営
規
模
と

は
関
係
な
く
魅
力
的
な
投
資
と
な
り
え

た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
さ
ら
に
分
析
す
る
た
め
、

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
の
所
有
の
有
無
を

農
家
属
性
で
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
た

と
こ
ろ
、
二
つ
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

ま
ず
、
所
有
の
確
率
は
経
営
規
模
が
大

き
い
農
家
ほ
ど
上
昇
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
傾
向
と
し
て
や

は
り
大
規
模
農
家
ほ
ど
コ
ン
バ
イ
ン
収

穫
機
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
経
営
規
模
に
よ

っ
て
機
械
の
稼
働
日
数
が
制
限
さ
れ
る

か
ら
で
は
な
く
、
土
地
を
担
保
に
す
る

こ
と
で
資
金
的
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
や

す
く
な
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
世
帯
に
教
育
水
準
の
高
い
若
年
層

が
存
在
す
る
と
、
自
ら
の
経
営
規
模
に

関
わ
ら
ず
投
資
は
促
進
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
教
育
水
準
の
高
い
若
年

層
は
、
非
農
業
部
門
に
就
業
す
る
確
率

も
ま
た
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
同
時
に
考
慮
す
る
と
、
世
帯

の
労
働
配
分
に
関
し
て
ひ
と
つ
の
イ
ン

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
水
準
の
高
い
若

年
層
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
そ

の
ひ
と
つ
は
農
業
を
離
れ
他
部
門
に
就

業
す
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
農
業
機

械
に
投
資
を
行
い
作
業
受
託
に
基
づ
く

所
得
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
農
地
貸

借
に
よ
る
経
営
面
積
の
拡
大
が
困
難
な

現
状
で
は
、
農
業
機
械
へ
の
投
資
と
作

業
受
託
の
拡
大
が
稲
作
農
業
に
と
ど
ま

る
ひ
と
つ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ

て
い
る
。

調
査
地
で
は
、
収
穫
作
業
だ
け
で
な

く
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
耕
起
作
業
に

つ
い
て
も
作
業
受
委
託
が
一
般
的
で
あ
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メコンデルタ地域における農業機械の普及

る
。
た
だ
し
、
耕
起
の
作
業
受
委
託
は

そ
の
地
理
的
範
囲
が
収
穫
よ
り
も
狭
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ひ
と
つ
の
理
由
と

し
て
、
耕
起
作
業
に
お
い
て
は
代
金
の

支
払
い
が
現
金
収
入
の
生
じ
る
収
穫
後

と
な
る
た
め
、
代
金
回
収
を
確
実
に
期

待
で
き
る
関
係
性
の
な
か
で
し
か
作
業

受
委
託
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
投
資

を
低
位
に
と
ど
め
る
原
因
と
な
り
う
る
。

●
農
業
機
械
の
流
通

最
後
に
、
坂
田
の
研
究
（
参
考
文
献

①
）
に
依
拠
し
な
が
ら
農
業
機
械
の
流

通
に
関
す
る
現
状
を
整
理
し
、
そ
の
う

え
で
全
体
的
な
ま
と
め
を
行
い
た
い
。

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー

購
入
に
お
い
て
は
中
古
比
率
が
か
な
り

高
い
。
中
古
農
業
機
械
に
関
す
る
統
計

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
坂
田
は
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
販
売
の
う
ち
相
当
な
割
合

が
、
日
本
で
一
九
九
〇
年
代
（
ま
た
は

そ
れ
以
前
）
に
生
産
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ

ー
の
中
古
輸
入
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
穫
に
関
し
て

は
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
の

稲
作
技
術
に
適
合
し
な
い
た
め
、
日
本

の
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
が
現
地
生
産
し

て
い
る
新
品
の
普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン
が

販
売
の
主
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
機
械
化
は
、
日

本
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
農
業
機
械
の
資

本
ス
ト
ッ
ク
と
生
産
技
術
か
ら
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
つ
つ
進
展
し
た
と
い

っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

新
品
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
機
は
メ
ー
カ
ー
の
正
規
代
理
店
を

通
じ
て
流
通
す
る
割
合
が
高
い
も
の
の
、

中
古
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
現
地
の
自
動
車

や
バ
イ
ク
の
修
理
・
整
備
業
者
が
販
売

を
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
う

し
た
業
者
は
、
文
字
通
り
販
売
だ
け
で

な
く
修
理
や
整
備
も
行
う
。
中
古
の
農

業
機
械
を
輸
入
し
て
、
と
き
に
は
こ
れ

を
分
解
し
て
必
要
な
部
品
を
取
出
し
、

と
き
に
は
部
品
を
改
良
し
て
農
業
機
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
あ
た
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
業
者
の
存
在
は
、
海
外
か
ら

新
部
品
を
調
達
し
て
修
理
を
行
う
よ
り

も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
を
低
く
抑
え
、

農
業
機
械
の
使
用
環
境
が
厳
し
い
ベ
ト

ナ
ム
に
適
合
し
た
農
業
機
械
の
普
及
を

促
進
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で
は
、
労
働
の

実
質
賃
金
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
稲
作
農
業
の

機
械
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
ト
ラ
ク
タ

ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
機
に
投
資
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
農
家
は
、
あ
る
程
度

の
資
金
力
や
教
育
水
準
の
高
い
若
年
層

を
持
つ
農
家
だ
け
で
あ
る
が
、
耕
起
や

収
穫
の
作
業
受
委
託
が
広
範
に
成
立
し

た
た
め
、
全
て
の
農
家
が
こ
れ
ら
の
作

業
に
つ
い
て
機
械
利
用
を
実
現
し
て
い

る
。
同
時
に
、
地
域
全
体
で
そ
う
し
た

作
業
受
託
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る
こ

と
が
、
農
業
機
械
の
投
資
収
益
性
を
高

め
る
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た
側
面
も
指

摘
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
メ
コ
ン
デ

ル
タ
地
域
に
お
け
る
農
業
機
械
の
普
及

は
、
個
々
の
農
家
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
一
気
に
進
展
す
る
性
質
を

持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
中
古

を
含
め
た
農
業
機
械
の
供
給
を
海
外
に

依
存
で
き
た
一
方
、
現
地
の
使
用
状
況

に
合
わ
せ
て
修
理
や
整
備
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
小
規
模
製
造
業
が
農
村

に
勃
興
し
て
い
た
こ
と
も
、
農
業
機
械

の
普
及
を
可
能
に
し
た
ひ
と
つ
の
要
因

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
農
業
機

械
化
に
よ
り
、
稲
作
の
生
産
費
用
や
農

村
の
所
得
分
配
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
重

要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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グ
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